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Ⅱ-08 受払明細問い合わせ 
ｃｚ 

受払明細問合せの役割 
過去の取引明細を照会します。 

この機能には品番別（商品履歴）、得意先別（売上履歴）があり検索条件により履歴を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

操作上の注意 
 

①項目移動について 

項目移動は Enter キーまたはマウス操作で可能です。 

項目により移動は矢印（← →）キーでも可能です。 

 

②マスター表示機能 

各マスター項目でスペースキー押下にてマスター参照が可能です。 

 

 伝票 NO. 

指定 

 

 品番範囲指定 

 

 得意先指定 

 作業日付 

範囲指定 

 取引区分指定 

 出荷更新未処理明細 

も表示する場合使用 
 印刷出力する場合に
使用 
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操作方法 

1. 拠点  

照会拠点を入力します。スペースキーにて得意先マスターから参照が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 品番 

 照会品番を入力、またはスペースキーにて商品マスターから参照が可能です。 

 品番を指定しない場合は該当の明細が全て表示されます。 

 品番を指定した場合、【上代】【原価】項目に金額が表示されます。 

 

 

3. 伝票 NO, 

 照会したい伝票 NO.を入力します（検索機能はありません）。 

4. 作業日付 

 2018 年 5 月 1 日の場合、18 05 01 または 2018 05 01 と入力可能です。 

 一日限定で出力したい場合は範囲指定の開始と終了に同日を指定します。 

 入力された日付の範囲内で、古い順に表示されます。 

また、「作業日付」文字をクリックするとカレンダーが表示され、日付を選択することも可能です。 

カレンダーを閉じるときは右上の×で閉じます。 

 

 

 

 

 

 

 

5. 取引先区分 

 各項目にチェックすることにより、指定項目のみ表示します。 
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6.  

 出荷更新未処理の明細も計上する場合、チェックボックスにチェックを入れます。 

 ※明細出力後にチェックを入れることはできません。出力前に設定して下さい。 

 設定値により在庫計上のタイミングを変更可能です（弊社エンジニアによる設定変更が必要）。 

 A)配分入力時 B)出荷確認後 C)伝票発行済み 

7. 開始ボタン 

 出荷明細が表示されます。 

8. 表示された明細の行をダブルクリックすると、明細の詳細が「単品明細画面」として表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 取引区分：移動、仕入、売上、返品 

  移動（仕入・売上・返品）赤伝 

 作業日付 

 伝票日付 

 伝票 NO. 

 出庫元：商品を出荷した倉庫（店舗） 

 出荷先：商品を出荷した先 

 商品：品番、商品名を表示 

 サイズ：サイズコード、名称を表示 

 明細上代：伝票登録時の上代 

 明細下代：伝票登録時の下代 

 下代金額：合計数量の合計金額 

 カラー別数量：カラー名称（コード）と数量を表示 

 

  ※カラーの表示は NBS 環境設定に準じて表示されます。納品書のカラー表示と同じです。 

 

 画面を閉じる場合は閉じるボタンを押し、明細の表示画面に戻ります。 

 

9. 印刷ボタン 

 帳票の印刷イメージを出力したい場合に、このボタンを押します。 

 

10. 中止ボタン 

 現在表示されている出荷明細を削除し、別の出荷明細を検索できる状態にします。 

 

11. 終了ボタン 

 終了する場合は終了ボタンを押し、配分出荷画面へ戻ります。 


